山梨県コンクール　一部　最優秀賞
おじいちゃんちで田うえ　
山梨市立八幡小学校二年　
　小田切　煌揮　
春におじいちゃんちの田んぼで、田うえのお手つだいをしました。田うえには、おじいちゃんとおばあちゃんと、おとうさんとぼくといもうとが、さんかしました。

田うえの前に、おじいちゃんが田んぼをたがやしたり、いくびょうばこでおこめのなえをそだてたりして、いろいろなじゅんびをしてくれていました。
いくびょうばこからなえをとり出して、田うえのきかいにとりつけるとき、なえをうらがえしたらねっこがからまっていて、そのようすがたまごやきのまく前のじょうたいに見えました。
いよいよなえをうえるために、田んぼに入ろうとしたら、どろに足がはまってしずみそうになり、びっくりしました。おじいちゃんがきかいでなえをうえて、まわりの空いているところに、ぼくたちが手でなえをうえました。同じかんかくでうえるのがむずかしかったです。
うえたなえが大きくなって食べられるおこめになるまで、はん年かかるとおじいちゃんから聞きました。おこめをつくっている人は、すごいくろうをしておこめをつくってくれていてすごいなと思いました。
こんどは、あきにできたおこめのしゅうかくのお手つだいもするよていです。しゅうかくするのが、今からたのしみです。
今、家で食べているおこめは、きょ年おじいちゃんがつくってくれたおこめです。てまとあいじょうがこもっていて、とてもおいしいおこめです。今年のおこめづくりはぼくもお手つだいしたので、きっときょ年のおこめよりさらにおいしいおこめができると思います。あきにしゅうかくすることも、できあがったおこめを食べる日がくることも、とてもたのしみです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

